
９ 表決結果と議決結果 ８一般質問

新
た
な
時
代
に
向
け
た
財
政
運

営
の
見
通
し
に
つ
い
て

牧
野　

過
疎
対
策
事
業
債
（
過

疎
債
）
は
、
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
（
過
疎
法
）
に

よ
っ
て
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ

た
市
町
村
が
行
う
事
業
の
財
源

と
し
て
特
別
に
発
行
が
認
め
ら

れ
た
地
方
債
で
、
今
や
本
市
の

基
盤
整
備
に
と
っ
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
最
も
重
要
な
財
源
で

あ
る
。
過
疎
債
の
活
用
状
況
は
、

条
文
の
規
定
に
あ
る
地
域
の
自

立
促
進
、
と
り
わ
け
、
市
内
間

の
地
域
格
差
の
是
正
に
寄
与
す

る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
法
の
目

的
に
沿
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
の
か
、
元
来
過
疎
債
の
適
用

地
域
で
あ
っ
た
旧
西
吉
野
・
大

塔
地
域
で
の
活
用
状
況
を
踏
ま

え
て
伺
う
。

理
事　

旧
五
條
市
地
区
に
お
け

る
総
合
体
育
館
の
建
設
、
花
咲

寮
や
ご
み
中
継
施
設
の
整
備
、

大
塔
地
区
に
お
け
る
木
質
チ
ッ

プ
生
産
施
設
整
備
事
業
等
に
過

疎
債
を
活
用
し
て
い
る
。

牧
野　

過
疎
法
は
２
０
２
０
年

度
を
も
っ
て
失
効
し
、
過
疎
債

は
、
過
疎
に
悩
む
市
町
村
に
と

っ
て
は
「
命
綱
」
と
も
い
う
べ

き
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、
今
後

の
法
の
動
向
は
、
本
市
の
「
死

活
問
題
」
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
学
校
適
正
化
・
市
庁

舎
の
跡
地
整
備
・
公
共
施
設
の

耐
震
化
な
ど
、
多
額
の
財
源
を

必
要
と
す
る
施
策
が
続
く
が
、

過
疎
債
が
使
え
な
い
の
で
、
何

も
で
き
な
い
、
と
い
う
訳
に
は

い
か
な
い
。
失
効
以
降
の
財
源

の
目
処
に
つ
い
て
伺
う
。

理
事　

現
行
の
地
方
債
制
度
に

お
い
て
は
、
合
併
特
例
債
を
除

き
、
過
疎
債
と
同
条
件
の
有
利

な
地
方
債
は
な
く
、
事
業
の
推

進
に
あ
た
り
法
期
限
の
延
長
は

不
可
欠
と
考
え
る
。

牧
野　

新
年
度
予
算
に
お
け
る

過
疎
債
の
予
算
計
上
額
を
伺
う
。

理
事　

過
疎
債
の
予
算
計
上
額

は
、
花
咲
寮
整
備
事
業
・
み
ど

り
園
解
体
工
事
等
対
前
年
度
比

９
億
１
，
８
７
０
万
円
増
の
30

億
１
，
６
５
０
万
円
で
あ
る
。

　
牧
野　

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
や

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
ど
う
し
て
も
起
債
に
頼
る

必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

裏
に
は
、「
確
実
な
返
済
の
見

通
し
が
必
要
で
あ
る
」。
借
入

れ
に
よ
る
公
債
費
の
増
加
は
、

今
後
の
市
の
財
政
運
営
上
の
大

き
な
不
安
要
素
で
返
済
に
充
て

る
お
金
は
、
市
の
予
算
上
、
必

ず
確
保
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

歳
入
を
い
か
に
し
て
増
や
し
安

定
さ
せ
る
か
充
分
に
考
慮
さ
れ
、

公
債
費
の
増
加
に
よ
っ
て
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
を
来
す
こ

と
の
な
い
よ
う
し
っ
か
り
と
し

た
返
済
計
画
を
た
て
、
平
成
の

時
代
が
終
わ
り
新
た
な
時
代
を

迎
え
る
に
あ
た
り
市
民
の
皆
様

に
安
心
し
、
新
た
な
時
代
に
希

望
を
持
っ
て
頂
け
る
財
政
運
営

を
願
う
。

そ
の
他
の
一
般
質
問

１　

新
た
な
時
代
に
向
け
た
大
塔
地

　
　

域
の
振
興
に
つ
い
て   

　

①
振
興
に
向
け
た
進
捗
・
展
望
に

　
　

つ
い
て

２　

新
た
な
時
代
に
向
け
た
財
政
運

　
　

営
の
見
通
し
に
つ
い
て

　

①
過
疎
対
策
事
業
債
の
活
用
目
的

　
　

に
つ
い
て

　

②
過
疎
地
域
自
立
促
進
措
置
法
失

　
　

効
後
の
財
源
対
策
に
つ
い
て

　

③
新
年
度
予
算
案
に
お
け
る
過
疎

　
　

対
策
事
業
債
の
計
上
額
と
算
定

　
　

根
拠
に
つ
い
て

　

④
公
債
費
の
増
加
に
伴
う
確
実
な

　
　

返
済
計
画
に
つ
い
て

３　

新
た
な
時
代
に
向
け
た
ま
ち
づ

　
　

く
り
に
つ
い
て

　

①
空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て　

　

②
五
新
線
跡
の
利
活
用
に
つ
い
て

　

③
観
光
資
源
に
つ
い
て　

　

④
観
光
周
遊
ル
ー
ト
の
確
立
に
つ

　
　

い
て

４　

新
た
な
時
代
に
向
け
た
行
政
組

　
　

織
と
自
治
会
組
織
に
つ
い
て

　

①
中
継
地
へ
の
持
込
み
ゴ
ミ
の
推

　
　

移
に
つ
い
て

　

②
ゴ
ミ
集
積
所
の
管
理
に
つ
い
て

　

議 案 名

(以下は、全議員賛成のもと原案のとおり可決・承認・同意した議案）

【第１回臨時会】
専決処分の報告、承認を求めることについて（平
成３０年度五條市一般会計補正予算（第５号））

議第１２号　平成３１年度五條市一般会計予算議定に
対する修正案

発議第２号　妊婦が安心できる医療提供体制の充実と
健康管理の推進を求める意見書について

議　案　名 議　案　の　概　要

【第１回臨時会】
工事請負契約の変更について

【第１回臨時会】
工事請負契約の締結について

新庁舎整備事業及び（仮称）木質チップ生産施設整備事業に
ついて、関係機関との調整及び適正な工期確保に必要な予算
措置に特に緊急を要したため

衛生センター解体撤去工事
　変更前の契約金額（税込み）　２４２，１２５，２００円
　変更後の契約金額（税込み）　２３９，０９０，４００円

五條市立養護老人ホーム花咲寮建設工事
　契約金額（税込み）　１，１７７，１０１，７２０円

平成３１年第１回臨時会及び第１回３月定例会の表決結果と議決結果
○＝賛成　　●＝反対　　退＝退席　　長 ＝議長

エコ・リレーセンターごじょう条例の制定につい
て

エコ・リレーセンターごじょうを設置するため（規則で定め
る日から施行）

特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償に
関する条例の一部改正について

未就学児を対象とする医療費助成に係る国民健康保険の国庫
負担の減額調整措置が廃止されたことに伴い、平成３１年８
月診療分から現物給付方式を導入するため（平成３１年８月
１日から施行・経過措置）

五條市子ども医療費助成条例等の一部改正につい
て

黒駒町の読み仮名を歴史的な読み仮名である「くろまちょう」
に変更するため

長● ○○ ○○ ○●● ● 可決

  

伊   

谷     

賢   

司

  

平   

岡     
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司

  

窪   　

    

佳   

秀

  

吉   

田    　

   

正

  

牧   

野     

雅   

一
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康

  

大   
谷     
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雄

  

山   

口     

耕   

司

  

岩  

本    　

    

孝

  

福  

塚    　

    

実
  

藤  

冨  

美  
恵  
子

吉   

田     

雅   
範

長● ○○ ○● ○●● ● 可決○ ○

農地等の利用の最適化を推進する、農地利用最適化交付金事
業を実施するため（平成３１年４月１日から施行）

平成３０年度五條市一般会計補正予算（第６号）
議定について

五條市過疎地域自立促進計画の一部変更について

○ ○

議   

決   

結   

果

町の名称の変更について

長時間労働の是正のための措置として、働き方改革を推進す
るための関連法律の整備に関する法律が施行されることに伴
い、所要の改正を行うため（平成３１年４月１日から施行）

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
について

補正予算額　　１９５，４３６千円
（議会費・総務管理費・保健衛生費等の追加）
　

五條市地域審議会条例の一部改正について 東日本大震災に伴う合併市町村に係る地方債の特例に関する
法律の一部を改正する法律の施行により、条例の期限を延長
するため（平成３１年４月１日から施行）

事業内容の追加により、計画の変更を要するため

発議第４号　総合体育館における契約事務等の調査及
び結果並びに報告に関する決議について 長○ ○○ ○○ ○○○ ○ 可決○ ○

平成３０年度五條市国民健康保険特別会計補正予
算（第３号）議定について

補正予算額　　７６，６０２千円
（償還金及び還付加算金の追加）
　

平成３１年度五條市国民健康保険特別会計予算議
定について

当初予算額　４，１９１，３００千円
（対前年度増減率　△５．３％）



　議長交際費は、議長が五條市議会を代表して、議会運営
上、特に必要と認める場合に予算の範囲内で支出する経費
です。
　支出にあたっては、社会通念上妥当と認められる範囲で、
必要最小限になるよう努めています。
　平成３０年度の下半期（１０月～３月）の支出状況は、
次のとおりです。

☆儀礼的経費　　　　 　１件   　１０，０００円
☆賛助的経費 　　　　　９件　   ５７，０００円
☆その他経費　　　　 　７件　   ３２，２９８円
    合　　　計  　   　   １７件   　９９，２９８円

11 意見書・決議 10議決結果・議長交際費など

議 案 名 議　案　の　概　要

平成３１年度五條市農業集落排水事業特別会計予
算議定について

当初予算額　４７１，３００千円
（対前年度増減率　△１．３％）

下水道事業収益　８３９，８５９千円
下水道事業費用　８２２，３３０千円
税込当年度純利益　　８，４４０千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　 妊婦が安心できる医療提供体制の充実と健康管理の推進を求める意見書

　妊婦は診断が難しい疾患や合併症に見舞われる頻度が高く、胎児の発育に悪影響を与える医
薬品もあり、診療には特別な注意が必要とされる。中には、妊婦の外来診療について積極的で
ない医療機関が存在していたことから、妊娠の継続や胎児に配慮した適切な診療を評価するた
め、平成３０年度診療報酬改定において妊婦加算が新設された。
　しかし、妊婦加算について、関係者に十分な説明がないまま実施されたことや、投薬を伴わ
ないコンタクトレンズの処方に加算するなど、運用上の問題が指摘されている。加えて、妊婦
が安心して外来診療を受けられる体制が整備されないまま、妊婦であるというだけで一律に加
算されることについては、少子化対策の観点からも問題がある。
　こうした指摘を受け、厚生労働省は昨年１２月に平成３１年１月１日からの妊婦加算の凍結
を告示するとともに、改めて、中央社会保険医療協議会で、妊婦が安心できる医療提供体制の
充実や健康管理の推進を含めた総合的な支援を議論することとした。
　そこで、妊婦が安心して医療を受けられる体制の構築のために、下記の事項に取り組むこと
を求める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　医療現場において、妊婦が安心して外来診療を受けられるよう、特有の合併症や疾患、投
　薬の注意などについて、医師の教育や研修の体制を整備すること。
２　保健や予防の観点を含め、妊婦自身が、特有の合併症や疾患、投薬の注意などについて、
　予め知識を得ることができるようにすること。
３　妊婦加算の見直しに当たっては、妊婦が加算分を自己負担することの影響にも十分配慮し
　つつ、開かれた国民的議論を行うこと。

　以上、地方自治法９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成３１年３月２０日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五　條　市　議　会
＜報告案件＞
平成３１年度五條市土地開発公社の事業計画、予算及び資金計画の報告について
平成３１年度一般財団法人大塔ふる里センターの事業計画及び予算の報告について

当初予算額　２，７００千円
（対前年度増減率　△４０．０％）

平成３１年度五條市下水道事業会計予算議定につ
いて

平成３１年度五條市後期高齢者医療特別会計予算
議定について

変更前の契約金額（税込み）　２７４，９５５，０４０円
変更後の契約金額（税込み）　３０９，９４２，７２０円

工事請負契約の変更について

水道事業収益　１，１６９，０２１千円
水道事業費用　１，１３０，２９６千円
税込当年度純損失　△６３，２８３千円

平成３１年度五條市水道事業会計予算議定につい
て

竹原設治氏、坂上圭子氏、堂本操氏の推薦に同意
（任期：平成３１年７月１日から３年）

人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めるこ
とについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
議第１２号　平成３１年度五條市一般
　　　　　　会計予算の修正について 

　歳入・歳出ともそれぞれ２１，３６０，
０００千円を２１，３００，９００千円
に改めるもので、平成３１年度一般会計
予算のうち、土木費、上野公園駐車場整
備事業関連経費を削減するものになりま
す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（表紙の写真）

当初予算額　４，０９０，７００千円
（対前年度増減率　２．３％）

平成３１年度五條市介護保険特別会計予算議定に
ついて

平成３１年度五條市墓地事業特別会計予算議定に
ついて

当初予算額　２，６００千円
（対前年度増減率　０％）

当初予算額　４１，６００千円
（対前年度増減率　△１．７％）

平成３１年度五條市大塔診療所特別会計予算議定
について

　２０２５年日本国際博覧会（大阪・関西万博）
　関する決議

　「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマに、
大阪・関西が一体となった国際博覧会が、２０２
５年に開催されることが決定した。
　１９７０年に開催された大阪万博では、７７か
国が参加し、世界中から６，４００万人以上が来
場され、大きな経済効果をもたらすとともに、全
世界に向けて関西圏の存在をアピールする絶好の
機会となった。
　今回の大阪・関西万博の開催決定は、行政と経
済団体が一体となって取り組まれた成果であり、
今後２０２５年に向けて、新たな産業や観光のイ
ノベーションが期待でき、奈良県においても産業
振興や観光文化交流等の促進だけでなく、地域の
振興や住民生活の向上にも寄与することが期待さ
れるところである。
　よって、五條市議会は、大阪・関西万博の成功
に向け、国、地元府県市、経済界とともに積極的
に取り組んでいくことを求めるものである。
　以上、決議する。

　平成３１年３月２０日　　　五條市議会

　総合体育館における契約事務等の調
　査及び結果並びに報告に関する決議

　平成３１年五條市議会第１回３月定例
会の予算審査特別委員会の総括質問にお
いて、総合体育館における契約事務や体
育館用備品購入事務について、発注金額
や発注業者等不明瞭な点が多く発覚した。
事務執行上の問題点が多々あり、例えば、
平成２９年度における入札で、登録の無
い業者が入札に参加したり、随時契約に
おいて、登録の無い業者が受託したり、
平成３０年度においては、柔道畳の敷き
込みにおいても、同様に登録のない業者
と契約を締結し、その後に登録を行って
いる。
　議会としても今後、徹底した調査を行
う予定であるが、理事者側においても、
第３者機関で調査究明を行い、その結果
について報告を求めるものである。
　以上、決議する。

　平成３１年３月２０日　　 五條市議会



　議長交際費は、議長が五條市議会を代表して、議会運営
上、特に必要と認める場合に予算の範囲内で支出する経費
です。
　支出にあたっては、社会通念上妥当と認められる範囲で、
必要最小限になるよう努めています。
　平成３０年度の下半期（１０月～３月）の支出状況は、
次のとおりです。

☆儀礼的経費　　　　 　１件   　１０，０００円
☆賛助的経費 　　　　　９件　   ５７，０００円
☆その他経費　　　　 　７件　   ３２，２９８円
    合　　　計  　   　   １７件   　９９，２９８円
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議 案 名 議　案　の　概　要

平成３１年度五條市農業集落排水事業特別会計予
算議定について

当初予算額　４７１，３００千円
（対前年度増減率　△１．３％）

下水道事業収益　８３９，８５９千円
下水道事業費用　８２２，３３０千円
税込当年度純利益　　８，４４０千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　 妊婦が安心できる医療提供体制の充実と健康管理の推進を求める意見書

　妊婦は診断が難しい疾患や合併症に見舞われる頻度が高く、胎児の発育に悪影響を与える医
薬品もあり、診療には特別な注意が必要とされる。中には、妊婦の外来診療について積極的で
ない医療機関が存在していたことから、妊娠の継続や胎児に配慮した適切な診療を評価するた
め、平成３０年度診療報酬改定において妊婦加算が新設された。
　しかし、妊婦加算について、関係者に十分な説明がないまま実施されたことや、投薬を伴わ
ないコンタクトレンズの処方に加算するなど、運用上の問題が指摘されている。加えて、妊婦
が安心して外来診療を受けられる体制が整備されないまま、妊婦であるというだけで一律に加
算されることについては、少子化対策の観点からも問題がある。
　こうした指摘を受け、厚生労働省は昨年１２月に平成３１年１月１日からの妊婦加算の凍結
を告示するとともに、改めて、中央社会保険医療協議会で、妊婦が安心できる医療提供体制の
充実や健康管理の推進を含めた総合的な支援を議論することとした。
　そこで、妊婦が安心して医療を受けられる体制の構築のために、下記の事項に取り組むこと
を求める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　医療現場において、妊婦が安心して外来診療を受けられるよう、特有の合併症や疾患、投
　薬の注意などについて、医師の教育や研修の体制を整備すること。
２　保健や予防の観点を含め、妊婦自身が、特有の合併症や疾患、投薬の注意などについて、
　予め知識を得ることができるようにすること。
３　妊婦加算の見直しに当たっては、妊婦が加算分を自己負担することの影響にも十分配慮し
　つつ、開かれた国民的議論を行うこと。

　以上、地方自治法９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成３１年３月２０日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五　條　市　議　会
＜報告案件＞
平成３１年度五條市土地開発公社の事業計画、予算及び資金計画の報告について
平成３１年度一般財団法人大塔ふる里センターの事業計画及び予算の報告について

当初予算額　２，７００千円
（対前年度増減率　△４０．０％）

平成３１年度五條市下水道事業会計予算議定につ
いて

平成３１年度五條市後期高齢者医療特別会計予算
議定について

変更前の契約金額（税込み）　２７４，９５５，０４０円
変更後の契約金額（税込み）　３０９，９４２，７２０円

工事請負契約の変更について

水道事業収益　１，１６９，０２１千円
水道事業費用　１，１３０，２９６千円
税込当年度純損失　△６３，２８３千円

平成３１年度五條市水道事業会計予算議定につい
て

竹原設治氏、坂上圭子氏、堂本操氏の推薦に同意
（任期：平成３１年７月１日から３年）

人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めるこ
とについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
議第１２号　平成３１年度五條市一般
　　　　　　会計予算の修正について 

　歳入・歳出ともそれぞれ２１，３６０，
０００千円を２１，３００，９００千円
に改めるもので、平成３１年度一般会計
予算のうち、土木費、上野公園駐車場整
備事業関連経費を削減するものになりま
す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（表紙の写真）

当初予算額　４，０９０，７００千円
（対前年度増減率　２．３％）

平成３１年度五條市介護保険特別会計予算議定に
ついて

平成３１年度五條市墓地事業特別会計予算議定に
ついて

当初予算額　２，６００千円
（対前年度増減率　０％）

当初予算額　４１，６００千円
（対前年度増減率　△１．７％）

平成３１年度五條市大塔診療所特別会計予算議定
について

　２０２５年日本国際博覧会（大阪・関西万博）
　関する決議

　「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマに、
大阪・関西が一体となった国際博覧会が、２０２
５年に開催されることが決定した。
　１９７０年に開催された大阪万博では、７７か
国が参加し、世界中から６，４００万人以上が来
場され、大きな経済効果をもたらすとともに、全
世界に向けて関西圏の存在をアピールする絶好の
機会となった。
　今回の大阪・関西万博の開催決定は、行政と経
済団体が一体となって取り組まれた成果であり、
今後２０２５年に向けて、新たな産業や観光のイ
ノベーションが期待でき、奈良県においても産業
振興や観光文化交流等の促進だけでなく、地域の
振興や住民生活の向上にも寄与することが期待さ
れるところである。
　よって、五條市議会は、大阪・関西万博の成功
に向け、国、地元府県市、経済界とともに積極的
に取り組んでいくことを求めるものである。
　以上、決議する。

　平成３１年３月２０日　　　五條市議会

　総合体育館における契約事務等の調
　査及び結果並びに報告に関する決議

　平成３１年五條市議会第１回３月定例
会の予算審査特別委員会の総括質問にお
いて、総合体育館における契約事務や体
育館用備品購入事務について、発注金額
や発注業者等不明瞭な点が多く発覚した。
事務執行上の問題点が多々あり、例えば、
平成２９年度における入札で、登録の無
い業者が入札に参加したり、随時契約に
おいて、登録の無い業者が受託したり、
平成３０年度においては、柔道畳の敷き
込みにおいても、同様に登録のない業者
と契約を締結し、その後に登録を行って
いる。
　議会としても今後、徹底した調査を行
う予定であるが、理事者側においても、
第３者機関で調査究明を行い、その結果
について報告を求めるものである。
　以上、決議する。

　平成３１年３月２０日　　 五條市議会
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答
弁　

平
成
32
年
度
に
期
限
が
切

れ
る
過
疎
対
策
事
業
債
と
も
バ
ラ

ン
ス
を
見
な
が
ら
、
で
き
る
限
り

有
効
な
利
活
用
を
考
え
て
、
協
議

し
な
が
ら
進
め
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

委
員　

働
き
方
改
革
に
よ
る
市
職

員
へ
の
影
響
は
。

答
弁　

通
常
の
職
員
の
時
間
外
勤

務
時
間
を
限
定
す
る
も
の
で
、
１

か
月
45
時
間
、
年
間
３
６
０
時
間

の
上
限
を
定
め
る
も
の
で
、
正
規

職
員
の
み
に
適
用
さ
れ
る
。

委
員　

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
な

か
で
の
非
正
規
職
員
の
今
後
の
対

応
は
。

答
弁　

現
状
は
対
応
し
て
い
な
い

が
、
今
後
検
討
材
料
の
一
つ
と
し

た
い
。

五
條
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

委
員　

今
回
、
旧
五
條
病
院
医
師

住
宅
以
外
の
整
備
計
画
は
あ
る
の

か
。

答
弁　

今
回
の
変
更
に
つ
い
て
は

旧
五
條
病
院
医
師
住
宅
に
関
す
る

こ
と
の
み
で
あ
る
。

平
成
30
年
度
五
條
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）
議
定
に

つ
い
て

委
員　

災
害
復
旧
費
等
で
平
成
29

年
及
び
平
成
30
年
の
台
風
に
よ
る

被
災
箇
所
の
う
ち
、
工
事
が
完
了

し
て
い
な
い
箇
所
は
。

答
弁　

平
成
29
年
の
災
害
で
は
、

農
業
施
設
は
19
か
所
中
10
か
所
、

農
地
は
12
か
所
中
４
か
所
で
あ
る
。

道
路
橋
り
ょ
う
は
93
件
中
46
か
所

が
作
業
中
で
、
平
成
30
年
の
災
害

復
旧
２
件
が
現
在
入
札
準
備
中
で

あ
る
。

委
員　

復
旧
工
事
が
遅
れ
る
の
で

あ
れ
ば
、
周
辺
の
方
々
に
復
旧
工

事
の
見
通
し
を
連
絡
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

委
員　

市
道
北
曽
木
線
の
工
期
延

長
に
つ
い
て
は
。

答
弁　

市
道
北
曽
木
線
で
は
測
量

の
誤
差
が
あ
っ
た
。
１
工
区
、
２

工
区
に
分
け
て
工
事
を
行
っ
て
お

り
、
１
工
区
は
現
在
工
事
が
完
了

し
て
い
る
。
２
工
区
は
平
成
31
年

３
月
に
入
札
を
行
い
、
工
期
を
平

成
32
年
３
月
末
ま
で
と
予
定
し
て

い
る
が
、
賀
名
生
梅
林
の
観
光
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
る
平
成
32
年
１
月

末
に
は
完
了
し
て
欲
し
い
と
い
う

要
望
も
あ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

完
了
さ
せ
る
べ
く
頑
張
っ
て
ま
い

り
た
い
。

委
員　

ご
み
中
継
施
設
の
造
成
工

事
遅
延
の
要
因
は
。

答
弁　

天
候
不
順
等
に
よ
る
造
成

工
事
及
び
工
期
延
長
が
あ
っ
た
。

前
年
よ
り
降
雨
日
も
降
雨
量
も
多

く
、
重
機
で
の
作
業
が
困
難
と
な

る
な
ど
の
理
由
で
工
事
が
遅
れ
た

状
況
で
あ
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

五
條
市
地
域
審
議
会
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

委
員　

合
併
特
例
債
の
起
債
期
限

が
延
長
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
残

額
は
。

答
弁　

発
行
可
能
額
１
０
７
億
３

千
万
円
に
対
し
、
発
行
済
み
額
48

億
５
千
６
百
３
０
万
円
及
び
発
行

予
定
額
39
億
６
千
万
円
と
仮
定
す

る
と
残
額
は
約
20
億
円
余
り
で
あ

る
。

委
員　

残
り
約
20
億
円
の
事
業
計

画
は
。

を
目
指
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

で
あ
る
。

委
員　

名
称
を
公
募
す
れ
ば
市
民

の
関
心
も
集
ま
り
周
知
に
つ
な
が

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

委
員　

施
設
の
稼
働
時
期
や
運
営

時
間
は
。

答
弁　

施
設
稼
働
は
７
月
上
旬
か

ら
中
旬
予
定
で
、
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
昼
休
憩
な
し
で
運

営
、
毎
月
第
４
日
曜
日
は
開
所
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

委
員　

市
民
が
搬
入
す
る
場
合
、

見
通
し
が
悪
い
部
分
が
あ
る
た
め
、

エ
コ
・
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
ご
じ
ょ

う
へ
の
誘
導
看
板
な
ど
交
通
安
全

面
に
十
分
な
配
慮
が
必
要
と
考
え

る
。

答
弁　

ラ
イ
ン
の
確
保
や
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
等
の
安
全
対
策
は
、
警
察

と
の
協
議
を
重
ね
、
最
終
整
備
の

工
事
を
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

五
條
市
子
ど
も
医
療
費
助
成
条
例

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

委
員　

現
行
と
の
違
い
は
。

答
弁　

助
成
の
方
法
が
変
わ
る
も

の
で
、
従
来
医
療
機
関
の
窓
口
で

医
療
保
険
自
己
負
担
金
を
支
払
い
、

後
日
福
祉
医
療
一
部
負
担
金
を
差

し
引
い
た
医
療
費
が
登
録
口
座
に

自
動
的
に
振
り
込
ま
れ
て
い
た
が
、

平
成
31
年
８
月
か
ら
は
未
就
学
児

に
対
し
て
は
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
は
福
祉
医
療
一
部
負
担
金
の
み

を
支
払
う
こ
と
と
な
る
。
一
部
負

担
金
に
つ
い
て
は
変
更
は
な
く
、

ひ
と
月
１
医
療
機
関
に
つ
き
外
来

５
０
０
円
、
入
院
は
千
円
で
あ
る
。

県
外
診
療
に
つ
い
て
は
、
従
前
の

通
り
申
請
が
必
要
で
あ
る
。

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

委
員　

五
條
市
新
庁
舎
建
設
造
成

工
事
の
工
期
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁　

五
條
市
新
庁
舎
建
設
造
成

工
事
の
２
工
区
の
工
期
は
、
平
成

30
年
６
月
21
日
か
ら
平
成
31
年
６

月
末
で
あ
る
が
、
契
約
変
更
が
承

認
さ
れ
れ
ば
６
月
末
か
ら
９
月
末

に
工
期
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員　

工
事
の
進
捗
は
。

答
弁　

お
よ
そ
50
％
の
出
来
高
で

あ
る
。

委
員　

今
後
の
変
更
の
部
分
は
あ

る
の
か
。

答
弁　

今
回
の
変
更
の
中
に
は
、

地
中
構
造
物
の
撤
去
で
県
１
０
０

％
補
助
に
よ
る
４
千
万
円
が
１
工

区
、
２
工
区
と
合
わ
せ
て
追
加
さ

れ
て
い
る
が
、
最
終
精
算
時
に
は

も
う
一
度
変
更
を
加
え
て
最
終
の

議
決
を
い
た
だ
く
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　

エ
コ
・
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
ご
じ
ょ

う
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

委
員　

施
設
名
を
エ
コ
・
リ
レ
ー

セ
ン
タ
ー
ご
じ
ょ
う
と
し
た
経
緯

は
。

答
弁　

市
内
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